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平成 27年 3月 2日 

 新規採用・削除医薬品等通知  
   薬剤部 医薬品情報管理係 

（薬品名） トピロリック錠 40mg   

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

TOPILORIC Tablets 40mg 

1 錠中、トピロキソスタット 40mgを含有 

トピロキソスタット 

富士薬品 

2013 年 8 月 

1 錠：39.3 円 

873949 

非プリン型選択的キサンチンオキシダーゼ阻害剤－高尿酸血症治療剤－ 

効能・効果 痛風、高尿酸血症 

用法・用量 通常、成人にはトピロキソスタットとして1回20mgより開始し、1日2回朝夕に経口投与する。その後は血中尿酸値

を確認しながら必要に応じて徐々に増量する。維持量は通常1回60mgを1日2回とし、患者の状態に応じて適宜増

減するが、最大投与量は1回80mgを1日2回とする。 

禁忌 ①本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

②メルカプトプリン水和物又はアザチオプリンを投与中の患者 

相互作用 他剤作用増強 ワルファリン、キサンチン系薬剤（テオフィリン等）、ジダノシン 

他剤副作用増強 ビダラビン 

副作用 重大な副作用 肝機能障害、多形紅斑 

その他 痛風関節炎、ALT（GPT）増加、β-NアセチルDグルコサミニダーゼ増加、α1ミクログロブリン増加、AST

（GOT）増加 等 

（薬品名） クレナフィン爪外用液 10%  市販直後調査 平成 26 年 9 月～平成 27年 3 月 

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

CLENAFIN 

１g 中、エフィナコナゾール 100mg を含有 

エフィナコナゾール 

科研製薬 

2014 年 9 月 

1657.5 円 

87629 

爪白癬治療剤 

効能・効果 〈適応菌種〉  

皮膚糸状菌（トリコフィトン属） 

〈適応症〉  

爪白癬 

用法・用量 １日１回罹患爪全体に塗布する。 

禁忌 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

副作用 その他 皮膚炎、水疱、紅斑、そう痒、異常感覚 等 

新規採用医薬品通知 
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（薬品名） スタレボ配合錠 L50・100   

（英名） 

（規格・含有量） 

 

 

 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

Stalevo Combination Tablets 

L50：1 錠中、レボドパ（日局）50mg、カルビドパ水和物（日局）5.4mg（カルビドパとして 5mg）、エンタカポン 100mg

を含有。 

L100：1 錠中、レボドパ（日局）100mg、カルビドパ水和物（日局）10.8mg（カルビドパとして 10mg）、エンタカポン

100mg を含有。 

レボドパ／カルビドパ水和物／エンタカポン配合錠 

ノバルティス 

2014 年 11 月 

1 錠：217.3 円（L50）、1 錠：217.3円（L100） 

871169 

抗パーキンソン剤 

効能・効果 パーキンソン病〔レボドパ・カルビドパ投与において症状の日内変動（wearing-off現象）が認められる場合〕 

用法・用量 成人には、レボドパ・カルビドパ・エンタカポンとして１回50mg/５mg/100mg～200mg/20mg/200mgの間で１回１又

は２錠を経口投与する。 

なお、症状により用量及び投与回数を調節するが、１日総レボドパ量として1,500mg、総カルビドパ量として

150mg、総エンタカポン量として1,600mgを超えないこと。また、投与回数は１日８回を超えないこと。 

禁忌 ①本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

②悪性症候群、横紋筋融解症又はこれらの既往歴のある患者 

③閉塞隅角緑内障の患者〔眼圧上昇を起こし、緑内障が悪化するおそれがある。〕 

④非選択的モノアミン酸化酵素（MAO）阻害剤を投与中の患者 

相互作用 本剤作用増強 NMDA受容体拮抗剤（メマンチン等） 

他剤作用増強 COMT により代謝される薬剤（アドレナリン、ノルアドレナリン、イソプレナリン、ドパミン等）、ワル

ファリン 

本剤他剤作用増強 血圧降下剤（メチルドパ、レセルピン、節遮断剤等） 

本剤作用減弱 レセルピン製剤、テトラベナジン、抗精神病薬（フェノチアジン系薬剤（クロルプロマジン等）、ブチ

ロフェノン系薬剤（ハロペリドール等）、その他（ペロスピロン等））、パパベリン、イソニアジド 

他剤作用減弱 鉄剤 

他剤副作用増強 選択的 MAO-B阻害剤（セレギリン） 

本剤他剤副作用増強 他の抗パーキンソン剤（抗コリン剤、アマンタジン、ブロモクリプチン）、イストラデフィリン 

副作用 重大な副作用 悪性症候群、横紋筋融解症、突発的睡眠、傾眠、幻覚、幻視、幻聴、錯乱、抑うつ、肝機能障害、

胃潰瘍・十二指腸潰瘍の悪化、溶血性貧血、血小板減少 

その他 ジスキネジー、便秘、着色尿、幻覚、悪心 等 

 

 

 

（薬品名） タプコム配合点眼液 2.5mL           劇                                             

（英名） 

（規格・含有量） 

（一般名） 

（メーカー名） 

【薬価収載日】 

【薬価】 

【薬効コード】 

【薬効分類名】 

TAPCOM combination ophthalmic solution 

1mL中、タフルプロスト 15μg、チモロールマレイン酸塩 6.83mg（チモロールとして 5mg）を含有 

タフルプロスト・チモロールマレイン酸塩点眼液 

参天製薬 

2014年11月 

1,060円/mL 

871319 

緑内障・高眼圧症治療剤 

効能・効果 緑内障、高眼圧症 

用法・用量 1回1滴、1日1回点眼する。 

禁忌 ①気管支喘息、又はその既往歴のある患者、気管支痙攣、重篤な慢性閉塞性肺疾患のある患者［β-受容体遮

断による気管支平滑筋収縮作用により、喘息発作の誘発・増悪がみられるおそれがある。］ 

②コントロール不十分な心不全、洞性徐脈、房室ブロック（II、III 度）、心原性ショックのある患者［β-受容体遮断に

よる陰性変時・変力作用により、これらの症状を増悪させるおそれがある。］ 

③本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者 

相互作用 本剤作用増強 カテコールアミン枯渇剤（レセルピン等）、CYP2D6 阻害作用を有する薬剤（キニジン硫酸塩水和

物、選択的セロトニン再取り込み阻害薬） 

他剤作用増強 アドレナリン、ジピベフリン塩酸塩 

本剤他剤作用増強 β遮断剤（全身投与）（アテノロール、プロプラノロール塩酸塩、メトプロロール酒石酸塩）、カ

ルシウム拮抗剤（ベラパミル塩酸塩、ジルチアゼム塩酸塩等）、ジギタリス製剤（ジゴキシン、ジギトキシン） 
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副作用 重大な副作用 虹彩色素沈着、眼類天疱瘡、気管支痙攣、呼吸困難、呼吸不全、心ブロック、うっ血性心不全、

脳虚血、心停止、脳血管障害、全身性エリテマトーデス 

その他 睫毛の異常、結膜充血、点状角膜炎などの角膜上皮障害、眼瞼色素沈着、眼刺激 等 

コレキサミン錠 200 ㎎ 

アトラントクリーム 1% 10g 

サンピロ点眼液 2% 5mL 

レスプレン錠 20 ㎎ 

ペルマックス錠 50μg 

ペルマックス錠 250μg 

使用量減少の為 3/2 削除  

使用量減少の為 3/2 削除 

使用量減少の為 3/2 削除 

使用量減少の為 3/2 削除 

使用量減少の為 3/2 削除 

使用量減少の為 3/2 削除 

今回採用医薬品  

●3 月 2 日より 

デカドロン錠 4 ㎎ 

今回採用医薬品（採用）  従来採用医薬品（削除）  

●3 月 2 日より 

エルカルチン FF錠 250 ㎎ 

●3 月 3 日より 

ブロムヘキシン塩酸塩吸入液 0.2% 45mL「タイヨー」 

ブロムヘキシン塩酸塩注射液 4 ㎎/2mL「タイヨー」 

リンタシン注射液 600 ㎎/4mL 

 

エルカルチン錠 300 ㎎ 

 

ビソルボン吸入液 0.2% 45mL 

ビソルボン注 4 ㎎/2mL 

ダラシン S注射液 600 ㎎/4mL 

医薬品変更通知 

削除医薬品通知 

医薬品規格追加通知 



4 

 

 

 

 

 

献血ヴェノグロブリン IH5%静注 2.5g/50mL 

                    5g/100mL 

【効能・効果】 

(9) 血清 IgG2 値の低下を伴う，肺炎球菌又はインフルエンザ菌を起炎菌とする急性

中耳炎，急性気管支炎又は肺炎の発症抑制（ワクチン接種による予防及び他の適切

な治療を行っても十分な効果が得られず，発症を繰り返す場合に限る）  

【用法・用量】 

人免疫グロブリン G として初回は 300mg（6mL）/kg 体重，2 回目以降は 200mg（4mL）

/kg 体重を投与する．投与間隔は，通常，4 週間とする．  

イーケプラ錠 500mg 

イーケプラドライシロップ 50％ 

【効能・効果】 

てんかん患者の部分発作（二次性全般化発作を含む） 

適応追加通知 


